
熊野川の総合⼟砂管理の新たな提案

○熊野川で課題となっている⼟砂の有効活⽤に向け、流域全体での対策が必要。
○⼟砂の堆積箇所（ダム、河道、河⼝）から不⾜箇所（海岸、ダム下流）への運搬や南
海トラフ地震や流域治⽔としての⾼台まちづくり、建設⾻材等として有効活⽤案を整理し、熊
野川全体で流域総合⽔管理の実現にむけた取組を推進。

⼟砂動態の把握・予測

⼟砂運搬⽅法＝新たなインフラ施設 【熊野川独⾃の取組＋観光誘致】

余剰⼟砂の価値の創出【国内資産の有効活⽤】

堆積⼟砂の活⽤ 豊富な⽔に負けない⾼台まちづくり（洪⽔・津波対応）【⽔害リスクの低下】

・⽇本の海岸線の衰退をはじめ、インドネシアの島が海底へ沈むなど、世界的にも
砂不⾜が世界的にも課題。（サンドウォーズ）
・熊野川ではこの余剰の砂が今後資産になる可能性が⾼く、現在は安い海外製
の砂を公共⼯事でも活⽤しているものの、地産地消の取組を進める必要がある。

資産としての活⽤

流域全体を⾒据えた⼟砂動態を把握し、関係機関全体で議論
・国管理区間及び県管理区間全体を⾒据え、⼟砂動態解析範囲を拡⼤。
・⼆津野ダム下流から河⼝部までの横断測量・⽀川を含む河床材料調査を⾏い、
令和7年度半ばにダム下流域における⼟砂動態を確認し、関係機関で議論。
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総合⼟砂管理を踏まえた熊野川の流域総合⽔管理の展開イメージ

流域治水に寄与する
砂防事業の展開


